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千円
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千円

人

千円
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％

千円

千円

千円

15,500

費用合計

0.30

人件費

従事者数

人件費

従事者数

0.27

費
用

0

直接経費

00

0.000.00

一部又は全部委託

実施・運営
方法

共生やふれあいテーマに日本語講座や日本語理解教室、プレスクール、ふれあい交流
会など自主企画や料理教室、情報誌の発行、国際理解講座、交流団体等の支援など、
外国人と日本人が共に理解し合えるような事業を展開できるよう費用を補助した。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

小牧市国際交流協会を支援することにより、組織の確立を目指し、協会事業の円滑な
運営を図ることを目的とする。

名称：　　小牧市国際交流協会　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 7 2

市民生活

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

交流

2

名称：　

5 1

会計区分 一般

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

事業番号

小牧市国際交流協会助成事業

038

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

市民産業部

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

受益者負担 内容

事務事業名

0

一般財源

0
財
源

17,448

0

コ
　
　
ス
　
　
ト

17,448

17,109

101.1

17,306

その他財源

15,000

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.43

17,306

0

0

担当係

事業類型

姉妹都市・有効都市などとの交流を深める

一般会計

地域住民組織

1,4481,609 2,306

Ｈ22決算額

16,000

0

17,109

0.00

対前年比

生活交流課 

交流係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

B 市が実施(改善が必要)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

市には約8,000人の外国人が登録をしており、リーマンショック以降、登録者数は減少し
ているものの、永住化・定住化の傾向にあること、また、景気の回復とともに増加が考え
られることから、外国人に対する施策は必要だと考えられる。それゆえ、外国人施策の
実行機関としての国際交流協会への補助を廃止することは、外国人施策の停滞につな
がると考えられるため、影響は、かなり大きいと考えられる。

判定理由

市が実施(改善が必要)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 B

外部の任意団体に対する補助事業であり、ボランティアによる運営が基礎となっている
ため、すぐに改善ができるものとそうでないものがある。２２年度は、小学校入学前の子
どもを対象としたプレスクールを立ち上げるなど、徐々に改善がなされているが、さらに、
改善・充実を図っていく。

イベント事業中心から、徐々に多文化共生事業として継続性をもつようにシフトしている
が、継続性のない事業が中心となっているため、改善が必要。

教室等の講座企画数

事業目的の
達成状況

日本語教室やイベントの開催など、国際交流事業が積極的に行われたが、景気動向に
より外国人が減少したことにともない、交流事業などへの参加者数及び日本語教室の
受講者数が減少した。

ー

2,394

日本語教室の受講者数 人
ー

812

16

業
　
　
　
　
績

人
成
果
指
標

国際交流事業などへの年間参加
者数

活
動
指
標

活動指標名

H21

446

1,933

1,900

500850

1,900

H23

16

H22

H23H22

16

1516

判　　　定

H21

講
座
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